
食
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の「
地
産
国
消
」
に
貢
献
す
る

は
じ
め
に

竹
中
土
木
は
、
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と
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て
、「
最
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の
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を
世
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し
、
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に
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献
す
る
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う
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営
理
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と
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が
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事
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災
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和
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約
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〇
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ha
の
農
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水
田
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を
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と
し
て
、
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の
気
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に
よ
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化

や
都
市
化
の
進
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に
よ
る
流
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率
の
増
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に
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因
し
て
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る
農
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の
洪
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・
湛
水
被
害
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軽
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を
目
的
と
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い
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。
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s
の
潮
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の
中
で
、建
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界
で
は「
新
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K
」や「
E
S
G
」の
取
組
が
焦
眉
の
急
と
な
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て
お
り
、地

域
課
題
の
解
決
、社
会
貢
献
の
観
点
が
重
要
視
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
の
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め
、会
員
各
社
が
関
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機
関
と
の
連
携
･
協
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を
図
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な
が
ら
行
っ

て
い
る
食
料
・エ
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ル
ギ
ー
の「
地
産
国
消
」の
取
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を
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介
し
、地
域
、社
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献
に
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と
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被
害
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の
安
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に
不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
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洪
水
・
湛
水
被
害
の
防
止
は
、
今
後
の
地
域
農
業
の
安

定
・
発
展
に
不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。

J
A
紀
の
里
は
、
和
歌
山
平
野
農
地
防
災
事
業
の
受
益
地

で
あ
る
紀
の
川
市
、
岩
出
市
を
事
業
区
域
と
す
る
広
域
農
業

協
同
組
合
で
、
農
業
の
生
産
・
加
工
・
販
売
を
一
体
的
に
手

掛
け
る
六
次
産
業
化
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
事

業
区
域
で
生
産
さ
れ
る
多
様
な
農
産
物
を
消
費
者
に
ダ
イ
レ

ク
ト
に
販
売
す
る
農
産
物
直
売
所
「
め
っ
け
も
ん
広
場
」
を

開
設
し
、年
間
販
売
額
二
五
億
円
（
令
和
二
年
度
実
績
）

を
売
り
上
げ
る
な
ど
人
気
を
博
し
、
県
外
か
ら
も
多
く

の
消
費
者
を
呼
び
寄
せ
て
い
ま
す
。

和
歌
山
平
野
農
地
防
災
事
業
は
、
地
域
の
防
災
・

減
災
に
貢
献
し
、
農
業
の
安
定
と
地
域
住
民
の
安
全
・

安
心
に
貢
献
す
る
事
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
社
は
、

受
注
し
た
千
旦
放
水
路
工
事
の
実
施
に
合
わ
せ
て
、
地

域
の
農
業
振
興
や
地
域
活
性
化
に
貢
献
で
き
る
活
動

と
し
て
、
J
A
紀
の
里
と
連
携
し
て
地
域
農
産
物
の
販

売
促
進
に
協
力
で
き
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
当
社

大
阪
本
店
の
職
員
に
紀
の
川
市
出
身
で
J
A
紀
の
里

の
組
合
員
の
家
族
が
在
籍
し
て
い
た
こ
と
も
大
き
な
後
押
し

と
な
り
、
二
〇
二
一
年
十
一
月
、
当
社
は
、
J
A
紀
の
里
と

地
域
農
産
物
の
消
費
拡
大
活
動
に
関
す
る
連
携
協
定
を
結
び
、

農
産
物
の
販
売
促
進
に
協
力
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

当
社
は
こ
の
連
携
協
定
に
基
づ
い
て
、
紀
の
川
地
域
の
農
産

物
の
P
R
活
動
を
行
い
、
販
路
の
拡
大
や
地
産
国
消
へ
の
協

力
を
行
っ
て
い
ま
す
。（
写
真
2
）

P
R
ポ
ス
タ
ー
の
製
作
と
J
A
紀
の
里

直
売
所
の
ネ
ッ
ト
通
販
へ
の
協
力

農
産
物
の
P
R
ポ
ス
タ
ー
の
製
作
に
当
た
っ
て
は
、
当
社

営
業
部
門
と
総
務
部
門
の
関
係
者
及
び
女
性
社
員
の
意
見
も

取
り
入
れ
な
が
ら
J
A
紀
の
里
担
当
者
と
色
々
な
意
見
を
出

し
合
い
、
約
二
〜
三
ケ
月
間
打
合
せ
を
重
ね
、
ネ
ッ
ト
通
販

用
の
Q
R
コ
ー
ド
付
き
の
農
産
物
P
R
ポ
ス
タ
ー
を
製
作
し

ま
し
た
。（
写
真
3
）

こ
の
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
は
J
A
紀
の
里
直
売
所
（
め
っ
け

写真2　連携協定調印式（JA紀の里代表理事組合長と竹中土木大阪本店長）

写真3　PRポスター
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食
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の「
地
産
国
消
」
に
貢
献
す
る

は
じ
め
に

竹
中
土
木
は
、
土
木
専
業
ゼ
ネ
コ
ン
と
し
て
、「
最
良
の

作
品
を
世
に
遺
し
、
社
会
に
貢
献
す
る
」と
い
う
経
営
理
念

の
も
と
、「
人
と
地
球
の
架
け
橋
に
」を
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
し
て
C
S
R
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
、
企
業
の
社
会

的
責
任
を
着
実
に
遂
行
し
な
が
ら
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
社
会

の
実
現
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
C
S
R
ビ
ジ
ョ
ン
の
目
標
と

し
て
、「
地
球
環
境
を
守
る
」、「
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
」、「
顧

客
の
信
頼
を
得
る
」、「
多
様
な
人
格
・
個
性
を
尊
重
す
る
」、

「
公
平
・
公
正
な
事
業
活
動
を
推
進
す
る
」の
五
項
目
を
掲
げ
、

多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
対
話
を
深
め
な
が
ら
事
業

活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
当
社
が
近
畿
農
政
局
か
ら
受
注

し
た
国
営
和
歌
山
平
野
農
地
防
災
事
業
・
千
旦
放
水
路
工
事

の
実
施
に
際
し
て
、
J
A
紀
の
里
と
連
携
協
定
を
結
び
農
産

物
の
販
売
促
進
と
地
域
活
性
化
に
取
り
組
む
活
動
で
す
。
発

注
者
で
あ
る
近
畿
農

政
局
和
歌
山
平
野
農

地
防
災
事
業
所
、
事

業
の
受
益
者
で
あ
る

農
家
を
組
合
員
と
す

る
J
A
紀
の
里
、
地

域
住
民
、
一
般
消
費

者
、
当
社
の
従
業
員

な
ど
幅
広
い
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
と
連
携

し
て
、「
地
域
社
会

に
寄
り
添
っ
た
事
業

活
動
及
び
社
会
貢
献

活
動
に
よ
り
、
地
域
社
会
の
持
続
的
発
展
に
寄
与
す
る
」
と

い
う
当
社
の
C
S
R
活
動
の
一
環
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

国
営
和
歌
山
平
野
農
地
防
災
事
業
と

千
旦
放
水
路
工
事

国
営
和
歌
山
平
野
農
地
防
災
事
業
は
和
歌
山
県
北
部
の
紀

の
川
流
域
約
四
、三
〇
〇
ha
の
農
地
（
水
田
、畑
地
、果
樹
園
）

を
対
象
と
し
て
、
近
年
の
気
候
変
動
に
よ
る
降
雨
の
激
甚
化

や
都
市
化
の
進
展
に
よ
る
流
出
率
の
増
大
に
起
因
し
て
増
え

て
い
る
農
地
の
洪
水
・
湛
水
被
害
の
軽
減
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
事
業
内
容
は
、
農
地
・
農
業
水
利
施
設
の
排
水
能
力

vol.5 社
会
情
勢
の
大
き
な
変
化
、S
D
G
s
の
潮
流
の
中
で
、建
設
業
界
で
は「
新
4
K
」や「
E
S
G
」の
取
組
が
焦
眉
の
急
と
な
っ
て
お
り
、地

域
課
題
の
解
決
、社
会
貢
献
の
観
点
が
重
要
視
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
の
た
め
、会
員
各
社
が
関
係
機
関
と
の
連
携
･
協
力
を
図
り
な
が
ら
行
っ

て
い
る
食
料
・エ
ネ
ル
ギ
ー
の「
地
産
国
消
」の
取
組
を
紹
介
し
、地
域
、社
会
貢
献
に
関
す
る
行
政
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
深
化
を
図
る
。

Ｊ
Ａ
紀
の
里
と
の
連
携
協
定
に
よ
る
農
産
物

の
販
売
促
進
と
地
域
活
性
化
の
取
り
組
み

株
式
会
社
竹
中
土
木

京
都
営
業
所

所
長

新
井

俊
行

図1　推進工断面図

写真１　発進立坑から推進管を挿入

食
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の「
地
産
国
消
」
に
貢
献
す
る

を
回
復
す
る
た
め
、
排
水
路
、
排
水
機
場
、
排
水
樋
門
、
洪

水
調
整
池
の
改
修
・
新
設
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

当
社
は
、
紀
の
川
の
千
旦
地
点
に
計
画
排
水
量

一
一
・
六
八
㎥
／
s
を
放
水
す
る
千
旦
放
水
路
（
そ
の
2
、

そ
の
3
）
工
事
を
受
注
し
（
工
期
：
令
和
三
年
度
〜
令
和
六

年
度
）、
工
事
を
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施
し
て
い
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と
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す
。
千
旦
放
水

路
は
、
市
道
横
断
と
狭
隘
な
住
宅
街
を
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進
管
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通
過
す
る

水
路
工
事
で
す
。
排
水
量
が
大
き
い
た
め
、
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径
九
m
、
深

さ
一
九
m
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進
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到
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立
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二
基
、
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国
で
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例
が
一
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し
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な
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内
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二
・
八
m
、
延
長
五
六
m
の
上
下
配
置
に

よ
る
二
連
の
大
口
径
推
進
工
（
泥
土
圧
式
推
進
工
法
）
が
採

用
さ
れ
て
い
ま
す
。（
図
1
、
写
真
1
）

J
A
紀
の
里
と
の
連
携
協
定

和
歌
山
平
野
は
、
古
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農
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盛
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地
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で
す
が
、
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市
近
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立
地
を
生
か
し
た
水
稲
、
野
菜
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果
樹
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農
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す
。
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梅
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カ
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モ
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す
。
ま
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、
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ど
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野
菜
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産
の
ニ
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ズ
も

高
ま
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い
る
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と
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ら
、
国
営
農
地
防
災
事
業
に
よ
る
農

地
の
洪
水
・
湛
水
被
害
の
防
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は
、
今
後
の
地
域
農
業
の
安

定
・
発
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に
不
可
欠
と
な
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て
い
ま
す
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紀
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和
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野
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災
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業
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受
益
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で
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紀
の
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市
、
岩
出
市
を
事
業
区
域
と
す
る
広
域
農
業

協
同
組
合
で
、
農
業
の
生
産
・
加
工
・
販
売
を
一
体
的
に
手

掛
け
る
六
次
産
業
化
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
事

業
区
域
で
生
産
さ
れ
る
多
様
な
農
産
物
を
消
費
者
に
ダ
イ
レ

ク
ト
に
販
売
す
る
農
産
物
直
売
所
「
め
っ
け
も
ん
広
場
」
を

開
設
し
、年
間
販
売
額
二
五
億
円
（
令
和
二
年
度
実
績
）

を
売
り
上
げ
る
な
ど
人
気
を
博
し
、
県
外
か
ら
も
多
く

の
消
費
者
を
呼
び
寄
せ
て
い
ま
す
。

和
歌
山
平
野
農
地
防
災
事
業
は
、
地
域
の
防
災
・

減
災
に
貢
献
し
、
農
業
の
安
定
と
地
域
住
民
の
安
全
・

安
心
に
貢
献
す
る
事
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
社
は
、

受
注
し
た
千
旦
放
水
路
工
事
の
実
施
に
合
わ
せ
て
、
地

域
の
農
業
振
興
や
地
域
活
性
化
に
貢
献
で
き
る
活
動

と
し
て
、
J
A
紀
の
里
と
連
携
し
て
地
域
農
産
物
の
販

売
促
進
に
協
力
で
き
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
当
社

大
阪
本
店
の
職
員
に
紀
の
川
市
出
身
で
J
A
紀
の
里

の
組
合
員
の
家
族
が
在
籍
し
て
い
た
こ
と
も
大
き
な
後
押
し

と
な
り
、
二
〇
二
一
年
十
一
月
、
当
社
は
、
J
A
紀
の
里
と

地
域
農
産
物
の
消
費
拡
大
活
動
に
関
す
る
連
携
協
定
を
結
び
、

農
産
物
の
販
売
促
進
に
協
力
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

当
社
は
こ
の
連
携
協
定
に
基
づ
い
て
、
紀
の
川
地
域
の
農
産

物
の
P
R
活
動
を
行
い
、
販
路
の
拡
大
や
地
産
国
消
へ
の
協

力
を
行
っ
て
い
ま
す
。（
写
真
2
）

P
R
ポ
ス
タ
ー
の
製
作
と
J
A
紀
の
里

直
売
所
の
ネ
ッ
ト
通
販
へ
の
協
力

農
産
物
の
P
R
ポ
ス
タ
ー
の
製
作
に
当
た
っ
て
は
、
当
社

営
業
部
門
と
総
務
部
門
の
関
係
者
及
び
女
性
社
員
の
意
見
も

取
り
入
れ
な
が
ら
J
A
紀
の
里
担
当
者
と
色
々
な
意
見
を
出

し
合
い
、
約
二
〜
三
ケ
月
間
打
合
せ
を
重
ね
、
ネ
ッ
ト
通
販

用
の
Q
R
コ
ー
ド
付
き
の
農
産
物
P
R
ポ
ス
タ
ー
を
製
作
し

ま
し
た
。（
写
真
3
）

こ
の
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
は
J
A
紀
の
里
直
売
所
（
め
っ
け
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消
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に
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献
す
る

は
じ
め
に

竹
中
土
木
は
、
土
木
専
業
ゼ
ネ
コ
ン
と
し
て
、「
最
良
の

作
品
を
世
に
遺
し
、
社
会
に
貢
献
す
る
」と
い
う
経
営
理
念

の
も
と
、「
人
と
地
球
の
架
け
橋
に
」を
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
メ
ッ

セ
ー
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と
し
て
C
S
R
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
、
企
業
の
社
会

的
責
任
を
着
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に
遂
行
し
な
が
ら
サ
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テ
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ナ
ブ
ル
な
社
会

の
実
現
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
C
S
R
ビ
ジ
ョ
ン
の
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と

し
て
、「
地
球
環
境
を
守
る
」、「
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
」、「
顧

客
の
信
頼
を
得
る
」、「
多
様
な
人
格
・
個
性
を
尊
重
す
る
」、

「
公
平
・
公
正
な
事
業
活
動
を
推
進
す
る
」の
五
項
目
を
掲
げ
、

多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
対
話
を
深
め
な
が
ら
事
業

活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

今
回
ご
紹
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す
る
の
は
、
当
社
が
近
畿
農
政
局
か
ら
受
注

し
た
国
営
和
歌
山
平
野
農
地
防
災
事
業
・
千
旦
放
水
路
工
事

の
実
施
に
際
し
て
、
J
A
紀
の
里
と
連
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協
定
を
結
び
農
産

物
の
販
売
促
進
と
地
域
活
性
化
に
取
り
組
む
活
動
で
す
。
発

注
者
で
あ
る
近
畿
農

政
局
和
歌
山
平
野
農

地
防
災
事
業
所
、
事

業
の
受
益
者
で
あ
る

農
家
を
組
合
員
と
す

る
J
A
紀
の
里
、
地

域
住
民
、
一
般
消
費

者
、
当
社
の
従
業
員

な
ど
幅
広
い
ス
テ
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ホ
ル
ダ
ー
と
連
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し
て
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地
域
社
会

に
寄
り
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っ
た
事
業

活
動
及
び
社
会
貢
献

活
動
に
よ
り
、
地
域
社
会
の
持
続
的
発
展
に
寄
与
す
る
」
と
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う
当
社
の
C
S
R
活
動
の
一
環
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

国
営
和
歌
山
平
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農
地
防
災
事
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千
旦
放
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路
工
事
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歌
山
平
野
農
地
防
災
事
業
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歌
山
県
北
部
の
紀

の
川
流
域
約
四
、三
〇
〇
ha
の
農
地
（
水
田
、畑
地
、果
樹
園
）

を
対
象
と
し
て
、
近
年
の
気
候
変
動
に
よ
る
降
雨
の
激
甚
化

や
都
市
化
の
進
展
に
よ
る
流
出
率
の
増
大
に
起
因
し
て
増
え

て
い
る
農
地
の
洪
水
・
湛
水
被
害
の
軽
減
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
事
業
内
容
は
、
農
地
・
農
業
水
利
施
設
の
排
水
能
力

vol.5 社
会
情
勢
の
大
き
な
変
化
、S
D
G
s
の
潮
流
の
中
で
、建
設
業
界
で
は「
新
4
K
」や「
E
S
G
」の
取
組
が
焦
眉
の
急
と
な
っ
て
お
り
、地

域
課
題
の
解
決
、社
会
貢
献
の
観
点
が
重
要
視
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
の
た
め
、会
員
各
社
が
関
係
機
関
と
の
連
携
･
協
力
を
図
り
な
が
ら
行
っ

て
い
る
食
料
・エ
ネ
ル
ギ
ー
の「
地
産
国
消
」の
取
組
を
紹
介
し
、地
域
、社
会
貢
献
に
関
す
る
行
政
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
深
化
を
図
る
。

Ｊ
Ａ
紀
の
里
と
の
連
携
協
定
に
よ
る
農
産
物

の
販
売
促
進
と
地
域
活
性
化
の
取
り
組
み

株
式
会
社
竹
中
土
木

京
都
営
業
所

所
長

新
井

俊
行

図1　推進工断面図

写真１　発進立坑から推進管を挿入

食
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の「
地
産
国
消
」
に
貢
献
す
る

を
回
復
す
る
た
め
、
排
水
路
、
排
水
機
場
、
排
水
樋
門
、
洪

水
調
整
池
の
改
修
・
新
設
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

当
社
は
、
紀
の
川
の
千
旦
地
点
に
計
画
排
水
量

一
一
・
六
八
㎥
／
s
を
放
水
す
る
千
旦
放
水
路
（
そ
の
2
、

そ
の
3
）
工
事
を
受
注
し
（
工
期
：
令
和
三
年
度
〜
令
和
六

年
度
）、
工
事
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
千
旦
放
水

路
は
、
市
道
横
断
と
狭
隘
な
住
宅
街
を
推
進
管
で
通
過
す
る

水
路
工
事
で
す
。
排
水
量
が
大
き
い
た
め
、
内
径
九
m
、
深

さ
一
九
m
の
発
進
・
到
達
立
坑
二
基
、
全
国
で
も
前
例
が
一

例
し
か
な
い
内
径
二
・
八
m
、
延
長
五
六
m
の
上
下
配
置
に

よ
る
二
連
の
大
口
径
推
進
工
（
泥
土
圧
式
推
進
工
法
）
が
採

用
さ
れ
て
い
ま
す
。（
図
1
、
写
真
1
）

J
A
紀
の
里
と
の
連
携
協
定

和
歌
山
平
野
は
、
古
代
か
ら
農
業
が
盛
ん
な
地
域
で
す
が
、

近
年
は
都
市
近
郊
の
立
地
を
生
か
し
た
水
稲
、
野
菜
、
果
樹

の
多
様
な
農
業
が
展
開
し
て
い
ま
す
。
特
に
柑
橘
類
、
梅
、

カ
キ
、
モ
モ
、
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
な
ど
の
果
樹
生
産
で
全
国

有
数
の
産
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
水
田
の
畑
作
利
用

に
よ
り
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
白
菜
な
ど
の
野
菜
生
産
の
ニ
ー
ズ
も

高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
営
農
地
防
災
事
業
に
よ
る
農

地
の
洪
水
・
湛
水
被
害
の
防
止
は
、
今
後
の
地
域
農
業
の
安

定
・
発
展
に
不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。

J
A
紀
の
里
は
、
和
歌
山
平
野
農
地
防
災
事
業
の
受
益
地

で
あ
る
紀
の
川
市
、
岩
出
市
を
事
業
区
域
と
す
る
広
域
農
業

協
同
組
合
で
、
農
業
の
生
産
・
加
工
・
販
売
を
一
体
的
に
手

掛
け
る
六
次
産
業
化
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
事

業
区
域
で
生
産
さ
れ
る
多
様
な
農
産
物
を
消
費
者
に
ダ
イ
レ

ク
ト
に
販
売
す
る
農
産
物
直
売
所
「
め
っ
け
も
ん
広
場
」
を

開
設
し
、年
間
販
売
額
二
五
億
円
（
令
和
二
年
度
実
績
）

を
売
り
上
げ
る
な
ど
人
気
を
博
し
、
県
外
か
ら
も
多
く

の
消
費
者
を
呼
び
寄
せ
て
い
ま
す
。

和
歌
山
平
野
農
地
防
災
事
業
は
、
地
域
の
防
災
・

減
災
に
貢
献
し
、
農
業
の
安
定
と
地
域
住
民
の
安
全
・

安
心
に
貢
献
す
る
事
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
社
は
、

受
注
し
た
千
旦
放
水
路
工
事
の
実
施
に
合
わ
せ
て
、
地

域
の
農
業
振
興
や
地
域
活
性
化
に
貢
献
で
き
る
活
動

と
し
て
、
J
A
紀
の
里
と
連
携
し
て
地
域
農
産
物
の
販

売
促
進
に
協
力
で
き
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
当
社

大
阪
本
店
の
職
員
に
紀
の
川
市
出
身
で
J
A
紀
の
里

の
組
合
員
の
家
族
が
在
籍
し
て
い
た
こ
と
も
大
き
な
後
押
し

と
な
り
、
二
〇
二
一
年
十
一
月
、
当
社
は
、
J
A
紀
の
里
と

地
域
農
産
物
の
消
費
拡
大
活
動
に
関
す
る
連
携
協
定
を
結
び
、

農
産
物
の
販
売
促
進
に
協
力
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

当
社
は
こ
の
連
携
協
定
に
基
づ
い
て
、
紀
の
川
地
域
の
農
産

物
の
P
R
活
動
を
行
い
、
販
路
の
拡
大
や
地
産
国
消
へ
の
協

力
を
行
っ
て
い
ま
す
。（
写
真
2
）

P
R
ポ
ス
タ
ー
の
製
作
と
J
A
紀
の
里

直
売
所
の
ネ
ッ
ト
通
販
へ
の
協
力

農
産
物
の
P
R
ポ
ス
タ
ー
の
製
作
に
当
た
っ
て
は
、
当
社

営
業
部
門
と
総
務
部
門
の
関
係
者
及
び
女
性
社
員
の
意
見
も

取
り
入
れ
な
が
ら
J
A
紀
の
里
担
当
者
と
色
々
な
意
見
を
出

し
合
い
、
約
二
〜
三
ケ
月
間
打
合
せ
を
重
ね
、
ネ
ッ
ト
通
販

用
の
Q
R
コ
ー
ド
付
き
の
農
産
物
P
R
ポ
ス
タ
ー
を
製
作
し

ま
し
た
。（
写
真
3
）

こ
の
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
は
J
A
紀
の
里
直
売
所
（
め
っ
け

写真2　連携協定調印式（JA紀の里代表理事組合長と竹中土木大阪本店長）

写真3　PRポスター

26 ౔஍վྑɹ���߸ɹ������●



も
ん
広
場
）
が
扱
う
新
鮮
な
農
産
物
や
加
工
品
を
一
品
か
ら

購
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
便
利
な
月
替
わ
り
の

定
期
便
も
用
意
さ
れ
て
お
り
、
職
員
や
そ
の
家
族
、
ま
た
贈

答
品
等
に
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
P
R
ポ
ス
タ
ー
は
当
社
大
阪
本
店
管
内
の
事
業
所
・

作
業
所
約
二
五
か
所
に
掲
示
（
大
阪
、
京
都
、
兵
庫
・
奈
良
・

和
歌
山
・
滋
賀
・
福
井
・
岐
阜
・
香
川
・
徳
島
の
一
〇
府
県
）

す
る
と
と
も
に
、
社
内
報
へ
の
掲
載
に
よ
り
広
く
P
R
に
努

め
て
い
ま
す
。（
写
真
4
）

竹
中
グ
ル
ー
プ
ビ
ル
内
で
マ
ル
シ
ェ
を
開
催

二
〇
二
二
年
七
月
、
大
阪
に
あ
る
竹
中
グ
ル
ー
プ
ビ
ル
内

に
催
事
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、
J
A
紀
の
里
に
よ
る
マ
ル
シ
ェ

を
開
催
し
、
地
域
農
産
物
の
直
売
会
を
行
い
ま
し
た
。
J
A

紀
の
里
直
売
所
か
ら
当
社
向
け
の
割
引
商
品
も
提
供
を
し
て

頂
き
、
当
社
の
社
員
・
家
族
の
食
環
境
の
向
上
や
食
育
の
推

進
を
図
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
社
員
や
そ
の
家
族
に
大
変

好
評
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
後
も
年
間
約
三
〜
四
回
の
ペ
ー

ス
で
マ
ル
シ
ェ
を
開
催
し
て
お
り
、
季
節
の
果
物
（
桃
、
イ

チ
ゴ
、
柑
橘
類
）
を
メ
イ
ン
に
各
種
野
菜
や
加
工
品
等
も
販

売
し
て
頂
き
、
グ
ル
ー
プ
全
体
と
し
て
の
取
り
組
み
と
し
て

広
が
っ
て
い
ま
す
。（
写
真
5
、6
）

取
り
組
み
の
効
果

今
回
の
取
り
組
み
で
は
、
連
携
協
定
締
結
時
と
マ
ル
シ
ェ

写真7　新聞報道（連携協定締結時）写真8　新聞報道（マルシェ開催時）日本農業新聞

写真4　工事現場での掲示の状況

写真5　マルシェPRポスター

写真６　マルシェの状況　

開
催
時
に
マ
ス
コ
ミ
に
よ
る
報
道
が
あ
り
、
J
A
紀
の
里
と

当
社
の
地
域
農
産
物
販
売
促
進
と
地
域
活
性
化
の
取
り
組
み

の
P
R
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
取
り
組
み
の

き
っ
か
け
と
な
っ
た
和
歌
山
平
野
農
地
防
災
事
業
の
P
R
に

も
貢
献
で
き
た
と
思
い
ま
す
。（
写
真
7
、8
）

J
A
紀
の
里
か
ら
は
販
路
の
拡
大
に
よ
る
販
売
促
進
が
見

込
め
る
と
の
コ
メ
ン
ト
を
頂
き
、
J
A
及
び
当
社
の
双
方
に

メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
の
取
り
組
み
と
な
っ
て
お

り
、
連
携
協
定
は
、
毎
年
度
の
自
動
更
新
と
し
て
お
り
、
引

き
続
き
協
力
を
継
続
し
て
い
く
方
針
で
す
。

こ
う
し
た
地
域
農
産
物
の
消
費
拡
大
に
貢
献
す
る
取
り
組

み
は
、
全
社
的
な
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。
東
北
支
店
に

お
い
て
は
、
展
示
会
出
展
時
に
竹
中
土
木
の
ブ
ー
ス
で
現
地

の
地
域
特
産
品
（
キ
ノ
コ
類
）
の
P
R
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
、

特
産
品
の
ノ
ベ
ル
テ
ィ
と
し
て
の
配
布
も
行
い
ま
し
た
。
名

古
屋
支
店
は
、
自
治
体
が
行
っ
て
い
る
地
産
国
消
を
推
進
す

る
運
動
（
い
い
と
も
あ
い
ち
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
の
会
員
と
な

り
、
支
店
内
に
地
域
農
産
品
の
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
ま
し
た
。

ま
た
、
支
店
内
の
災
害
用
備
蓄
食
料
を
地
域
産
の
食
料
品
で

調
達
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
広
島
支
店
に
お
い
て
は
、
地
域

特
産
品
（
米
）
の
P
R
活
動
に
参
加
協
力
し
、
支
店
受
付
に

P
R
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
と
と
も
に
、
そ
の
活
動
を
当
社
の

H
P
に
掲
載
し
ま
し
た
。

小
学
生
向
け
の
現
場
見
学
会
を
開
催

千
旦
放
水
路
工
事
は
、
全
国
で
も
例
の
少
な
い
上
下
二
連

の
大
口
径
推
進
管
工
事
で
あ
る
た
め
、
積
極
的
な
広
報
活
動

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、
和
歌
山
平
野
農
地
防
災
事
業
所
と

相
談
し
つ
つ
小
学
生
向
け
の
現
場
見
学
会
を
開
催
し
、
農
地

防
災
事
業
と
高
度
な
土
木
技
術
の
P
R
に
努
め
ま
し
た
。
一

回
目
は
、
二
〇
二
三
年
六
月
に
当
社
工
事
作
業
所
の
主
催
で

地
元
の
小
学
生
を
対
象
に
行
い
、
二
回
目
は
、
八
月
に
日
本

建
設
業
連
合
会
の
主
催
で
小
中
学
生
向
け
の
現
場
見
学
会

「
け
ん
せ
つ
探
検
隊
（
夏
休
み
シ
リ
ー
ズ
）」
が
行
わ
れ
、
地

元
小
学
生
と
保
護
者
が
参
加
し
ま
し
た
。
子
供
た
ち
は
立
坑

の
上
端
か
ら
推
進
機
を
の
ぞ
き
込
ん
だ
り
、
推
進
管
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
寄
せ
書
き
す
る
な
ど
現
場
体
験
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。（
写
真
9
、
10
）

お
わ
り
に

当
社
と
J
A
紀
の
里
と
の
連
携
協
定
に
よ
る
農
産
物
の
販

売
促
進
と
地
域
活
性
化
の
取
り
組
み
は
、
近
畿
農
政
局
か
ら

高
く
評
価
さ
れ
、
令
和
五
年
度
農
業
農
村
整
備
事
業
等
優
良

工
事
受
注
者
等
の
表
彰
に
お
い
て
、
優
れ
た
地
域
貢
献
活
動

と
し
て
表
彰
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
社
は
、こ
れ
を
励
み
と

し
、
引
き
続
き
千
旦
放
水
路
工
事
の
着
実
な
実
施
と
和
歌
山

平
野
農
地
防
災
事
業
の
推
進
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
地
域

農
産
物
の
P
R
活
動
を
継
続
し
て
紀
の
川
地
域
に
お
け
る
農

産
物
の
消
費
拡
大
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
全
社

的
に
こ
う
し
た

地
産
国
消
の
取

り
組
み
の
普

及
・
拡
大
を
心

が
け
、
近
年
大

き
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
食

料
の
安
全
保
障

や
地
域
の
活
性

化
に
微
力
な
が

ら
貢
献
で
き
れ

ば
幸
い
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま

す
。

写真９　けんせつ探検隊の模様

　写真10　推進管にメッセージを寄せ書き

も
ん
広
場
）
が
扱
う
新
鮮
な
農
産
物
や
加
工
品
を
一
品
か
ら

購
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
便
利
な
月
替
わ
り
の

定
期
便
も
用
意
さ
れ
て
お
り
、
職
員
や
そ
の
家
族
、
ま
た
贈

答
品
等
に
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
P
R
ポ
ス
タ
ー
は
当
社
大
阪
本
店
管
内
の
事
業
所
・

作
業
所
約
二
五
か
所
に
掲
示
（
大
阪
、
京
都
、
兵
庫
・
奈
良
・

和
歌
山
・
滋
賀
・
福
井
・
岐
阜
・
香
川
・
徳
島
の
一
〇
府
県
）

す
る
と
と
も
に
、
社
内
報
へ
の
掲
載
に
よ
り
広
く
P
R
に
努

め
て
い
ま
す
。（
写
真
4
）

竹
中
グ
ル
ー
プ
ビ
ル
内
で
マ
ル
シ
ェ
を
開
催

二
〇
二
二
年
七
月
、
大
阪
に
あ
る
竹
中
グ
ル
ー
プ
ビ
ル
内

に
催
事
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、
J
A
紀
の
里
に
よ
る
マ
ル
シ
ェ

を
開
催
し
、
地
域
農
産
物
の
直
売
会
を
行
い
ま
し
た
。
J
A

紀
の
里
直
売
所
か
ら
当
社
向
け
の
割
引
商
品
も
提
供
を
し
て

頂
き
、
当
社
の
社
員
・
家
族
の
食
環
境
の
向
上
や
食
育
の
推

進
を
図
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
社
員
や
そ
の
家
族
に
大
変

好
評
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
後
も
年
間
約
三
〜
四
回
の
ペ
ー

ス
で
マ
ル
シ
ェ
を
開
催
し
て
お
り
、
季
節
の
果
物
（
桃
、
イ

チ
ゴ
、
柑
橘
類
）
を
メ
イ
ン
に
各
種
野
菜
や
加
工
品
等
も
販

売
し
て
頂
き
、
グ
ル
ー
プ
全
体
と
し
て
の
取
り
組
み
と
し
て

広
が
っ
て
い
ま
す
。（
写
真
5
、6
）

取
り
組
み
の
効
果

今
回
の
取
り
組
み
で
は
、
連
携
協
定
締
結
時
と
マ
ル
シ
ェ

写真7　新聞報道（連携協定締結時）写真8　新聞報道（マルシェ開催時）日本農業新聞

写真4　工事現場での掲示の状況

写真5　マルシェPRポスター

写真６　マルシェの状況　

開
催
時
に
マ
ス
コ
ミ
に
よ
る
報
道
が
あ
り
、
J
A
紀
の
里
と

当
社
の
地
域
農
産
物
販
売
促
進
と
地
域
活
性
化
の
取
り
組
み

の
P
R
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
取
り
組
み
の

き
っ
か
け
と
な
っ
た
和
歌
山
平
野
農
地
防
災
事
業
の
P
R
に

も
貢
献
で
き
た
と
思
い
ま
す
。（
写
真
7
、8
）

J
A
紀
の
里
か
ら
は
販
路
の
拡
大
に
よ
る
販
売
促
進
が
見

込
め
る
と
の
コ
メ
ン
ト
を
頂
き
、
J
A
及
び
当
社
の
双
方
に

メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
の
取
り
組
み
と
な
っ
て
お

り
、
連
携
協
定
は
、
毎
年
度
の
自
動
更
新
と
し
て
お
り
、
引

き
続
き
協
力
を
継
続
し
て
い
く
方
針
で
す
。

こ
う
し
た
地
域
農
産
物
の
消
費
拡
大
に
貢
献
す
る
取
り
組

み
は
、
全
社
的
な
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。
東
北
支
店
に

お
い
て
は
、
展
示
会
出
展
時
に
竹
中
土
木
の
ブ
ー
ス
で
現
地

の
地
域
特
産
品
（
キ
ノ
コ
類
）
の
P
R
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
、

特
産
品
の
ノ
ベ
ル
テ
ィ
と
し
て
の
配
布
も
行
い
ま
し
た
。
名

古
屋
支
店
は
、
自
治
体
が
行
っ
て
い
る
地
産
国
消
を
推
進
す

る
運
動
（
い
い
と
も
あ
い
ち
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
の
会
員
と
な

り
、
支
店
内
に
地
域
農
産
品
の
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
ま
し
た
。

ま
た
、
支
店
内
の
災
害
用
備
蓄
食
料
を
地
域
産
の
食
料
品
で

調
達
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
広
島
支
店
に
お
い
て
は
、
地
域

特
産
品
（
米
）
の
P
R
活
動
に
参
加
協
力
し
、
支
店
受
付
に

P
R
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
と
と
も
に
、
そ
の
活
動
を
当
社
の

H
P
に
掲
載
し
ま
し
た
。

小
学
生
向
け
の
現
場
見
学
会
を
開
催

千
旦
放
水
路
工
事
は
、
全
国
で
も
例
の
少
な
い
上
下
二
連

の
大
口
径
推
進
管
工
事
で
あ
る
た
め
、
積
極
的
な
広
報
活
動

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、
和
歌
山
平
野
農
地
防
災
事
業
所
と

相
談
し
つ
つ
小
学
生
向
け
の
現
場
見
学
会
を
開
催
し
、
農
地

防
災
事
業
と
高
度
な
土
木
技
術
の
P
R
に
努
め
ま
し
た
。
一

回
目
は
、
二
〇
二
三
年
六
月
に
当
社
工
事
作
業
所
の
主
催
で

地
元
の
小
学
生
を
対
象
に
行
い
、
二
回
目
は
、
八
月
に
日
本

建
設
業
連
合
会
の
主
催
で
小
中
学
生
向
け
の
現
場
見
学
会

「
け
ん
せ
つ
探
検
隊
（
夏
休
み
シ
リ
ー
ズ
）」
が
行
わ
れ
、
地

元
小
学
生
と
保
護
者
が
参
加
し
ま
し
た
。
子
供
た
ち
は
立
坑

の
上
端
か
ら
推
進
機
を
の
ぞ
き
込
ん
だ
り
、
推
進
管
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
寄
せ
書
き
す
る
な
ど
現
場
体
験
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。（
写
真
9
、
10
）

お
わ
り
に

当
社
と
J
A
紀
の
里
と
の
連
携
協
定
に
よ
る
農
産
物
の
販

売
促
進
と
地
域
活
性
化
の
取
り
組
み
は
、
近
畿
農
政
局
か
ら

高
く
評
価
さ
れ
、
令
和
五
年
度
農
業
農
村
整
備
事
業
等
優
良

工
事
受
注
者
等
の
表
彰
に
お
い
て
、
優
れ
た
地
域
貢
献
活
動

と
し
て
表
彰
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
社
は
、こ
れ
を
励
み
と

し
、
引
き
続
き
千
旦
放
水
路
工
事
の
着
実
な
実
施
と
和
歌
山

平
野
農
地
防
災
事
業
の
推
進
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
地
域

農
産
物
の
P
R
活
動
を
継
続
し
て
紀
の
川
地
域
に
お
け
る
農

産
物
の
消
費
拡
大
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
全
社

的
に
こ
う
し
た

地
産
国
消
の
取

り
組
み
の
普

及
・
拡
大
を
心

が
け
、
近
年
大

き
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
食

料
の
安
全
保
障

や
地
域
の
活
性

化
に
微
力
な
が

ら
貢
献
で
き
れ

ば
幸
い
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま

す
。
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も
ん
広
場
）
が
扱
う
新
鮮
な
農
産
物
や
加
工
品
を
一
品
か
ら

購
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
便
利
な
月
替
わ
り
の

定
期
便
も
用
意
さ
れ
て
お
り
、
職
員
や
そ
の
家
族
、
ま
た
贈

答
品
等
に
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
P
R
ポ
ス
タ
ー
は
当
社
大
阪
本
店
管
内
の
事
業
所
・

作
業
所
約
二
五
か
所
に
掲
示
（
大
阪
、
京
都
、
兵
庫
・
奈
良
・

和
歌
山
・
滋
賀
・
福
井
・
岐
阜
・
香
川
・
徳
島
の
一
〇
府
県
）

す
る
と
と
も
に
、
社
内
報
へ
の
掲
載
に
よ
り
広
く
P
R
に
努

め
て
い
ま
す
。（
写
真
4
）

竹
中
グ
ル
ー
プ
ビ
ル
内
で
マ
ル
シ
ェ
を
開
催

二
〇
二
二
年
七
月
、
大
阪
に
あ
る
竹
中
グ
ル
ー
プ
ビ
ル
内

に
催
事
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、
J
A
紀
の
里
に
よ
る
マ
ル
シ
ェ

を
開
催
し
、
地
域
農
産
物
の
直
売
会
を
行
い
ま
し
た
。
J
A

紀
の
里
直
売
所
か
ら
当
社
向
け
の
割
引
商
品
も
提
供
を
し
て

頂
き
、
当
社
の
社
員
・
家
族
の
食
環
境
の
向
上
や
食
育
の
推

進
を
図
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
社
員
や
そ
の
家
族
に
大
変

好
評
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
後
も
年
間
約
三
〜
四
回
の
ペ
ー

ス
で
マ
ル
シ
ェ
を
開
催
し
て
お
り
、
季
節
の
果
物
（
桃
、
イ

チ
ゴ
、
柑
橘
類
）
を
メ
イ
ン
に
各
種
野
菜
や
加
工
品
等
も
販

売
し
て
頂
き
、
グ
ル
ー
プ
全
体
と
し
て
の
取
り
組
み
と
し
て

広
が
っ
て
い
ま
す
。（
写
真
5
、6
）

取
り
組
み
の
効
果

今
回
の
取
り
組
み
で
は
、
連
携
協
定
締
結
時
と
マ
ル
シ
ェ
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開
催
時
に
マ
ス
コ
ミ
に
よ
る
報
道
が
あ
り
、
J
A
紀
の
里
と

当
社
の
地
域
農
産
物
販
売
促
進
と
地
域
活
性
化
の
取
り
組
み

の
P
R
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
取
り
組
み
の

き
っ
か
け
と
な
っ
た
和
歌
山
平
野
農
地
防
災
事
業
の
P
R
に

も
貢
献
で
き
た
と
思
い
ま
す
。（
写
真
7
、8
）

J
A
紀
の
里
か
ら
は
販
路
の
拡
大
に
よ
る
販
売
促
進
が
見

込
め
る
と
の
コ
メ
ン
ト
を
頂
き
、
J
A
及
び
当
社
の
双
方
に

メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
の
取
り
組
み
と
な
っ
て
お

り
、
連
携
協
定
は
、
毎
年
度
の
自
動
更
新
と
し
て
お
り
、
引

き
続
き
協
力
を
継
続
し
て
い
く
方
針
で
す
。

こ
う
し
た
地
域
農
産
物
の
消
費
拡
大
に
貢
献
す
る
取
り
組

み
は
、
全
社
的
な
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。
東
北
支
店
に

お
い
て
は
、
展
示
会
出
展
時
に
竹
中
土
木
の
ブ
ー
ス
で
現
地

の
地
域
特
産
品
（
キ
ノ
コ
類
）
の
P
R
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
、

特
産
品
の
ノ
ベ
ル
テ
ィ
と
し
て
の
配
布
も
行
い
ま
し
た
。
名

古
屋
支
店
は
、
自
治
体
が
行
っ
て
い
る
地
産
国
消
を
推
進
す

る
運
動
（
い
い
と
も
あ
い
ち
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
の
会
員
と
な

り
、
支
店
内
に
地
域
農
産
品
の
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
ま
し
た
。

ま
た
、
支
店
内
の
災
害
用
備
蓄
食
料
を
地
域
産
の
食
料
品
で

調
達
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
広
島
支
店
に
お
い
て
は
、
地
域

特
産
品
（
米
）
の
P
R
活
動
に
参
加
協
力
し
、
支
店
受
付
に

P
R
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
と
と
も
に
、
そ
の
活
動
を
当
社
の

H
P
に
掲
載
し
ま
し
た
。

小
学
生
向
け
の
現
場
見
学
会
を
開
催

千
旦
放
水
路
工
事
は
、
全
国
で
も
例
の
少
な
い
上
下
二
連

の
大
口
径
推
進
管
工
事
で
あ
る
た
め
、
積
極
的
な
広
報
活
動

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、
和
歌
山
平
野
農
地
防
災
事
業
所
と

相
談
し
つ
つ
小
学
生
向
け
の
現
場
見
学
会
を
開
催
し
、
農
地

防
災
事
業
と
高
度
な
土
木
技
術
の
P
R
に
努
め
ま
し
た
。
一

回
目
は
、
二
〇
二
三
年
六
月
に
当
社
工
事
作
業
所
の
主
催
で

地
元
の
小
学
生
を
対
象
に
行
い
、
二
回
目
は
、
八
月
に
日
本

建
設
業
連
合
会
の
主
催
で
小
中
学
生
向
け
の
現
場
見
学
会

「
け
ん
せ
つ
探
検
隊
（
夏
休
み
シ
リ
ー
ズ
）」
が
行
わ
れ
、
地

元
小
学
生
と
保
護
者
が
参
加
し
ま
し
た
。
子
供
た
ち
は
立
坑

の
上
端
か
ら
推
進
機
を
の
ぞ
き
込
ん
だ
り
、
推
進
管
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
寄
せ
書
き
す
る
な
ど
現
場
体
験
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。（
写
真
9
、
10
）

お
わ
り
に

当
社
と
J
A
紀
の
里
と
の
連
携
協
定
に
よ
る
農
産
物
の
販

売
促
進
と
地
域
活
性
化
の
取
り
組
み
は
、
近
畿
農
政
局
か
ら

高
く
評
価
さ
れ
、
令
和
五
年
度
農
業
農
村
整
備
事
業
等
優
良

工
事
受
注
者
等
の
表
彰
に
お
い
て
、
優
れ
た
地
域
貢
献
活
動

と
し
て
表
彰
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
社
は
、こ
れ
を
励
み
と

し
、
引
き
続
き
千
旦
放
水
路
工
事
の
着
実
な
実
施
と
和
歌
山

平
野
農
地
防
災
事
業
の
推
進
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
地
域

農
産
物
の
P
R
活
動
を
継
続
し
て
紀
の
川
地
域
に
お
け
る
農

産
物
の
消
費
拡
大
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
全
社

的
に
こ
う
し
た

地
産
国
消
の
取

り
組
み
の
普

及
・
拡
大
を
心

が
け
、
近
年
大

き
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
食

料
の
安
全
保
障

や
地
域
の
活
性

化
に
微
力
な
が

ら
貢
献
で
き
れ

ば
幸
い
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま

す
。
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も
ん
広
場
）
が
扱
う
新
鮮
な
農
産
物
や
加
工
品
を
一
品
か
ら

購
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
便
利
な
月
替
わ
り
の

定
期
便
も
用
意
さ
れ
て
お
り
、
職
員
や
そ
の
家
族
、
ま
た
贈

答
品
等
に
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
P
R
ポ
ス
タ
ー
は
当
社
大
阪
本
店
管
内
の
事
業
所
・

作
業
所
約
二
五
か
所
に
掲
示
（
大
阪
、
京
都
、
兵
庫
・
奈
良
・

和
歌
山
・
滋
賀
・
福
井
・
岐
阜
・
香
川
・
徳
島
の
一
〇
府
県
）

す
る
と
と
も
に
、
社
内
報
へ
の
掲
載
に
よ
り
広
く
P
R
に
努

め
て
い
ま
す
。（
写
真
4
）

竹
中
グ
ル
ー
プ
ビ
ル
内
で
マ
ル
シ
ェ
を
開
催

二
〇
二
二
年
七
月
、
大
阪
に
あ
る
竹
中
グ
ル
ー
プ
ビ
ル
内

に
催
事
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、
J
A
紀
の
里
に
よ
る
マ
ル
シ
ェ

を
開
催
し
、
地
域
農
産
物
の
直
売
会
を
行
い
ま
し
た
。
J
A

紀
の
里
直
売
所
か
ら
当
社
向
け
の
割
引
商
品
も
提
供
を
し
て

頂
き
、
当
社
の
社
員
・
家
族
の
食
環
境
の
向
上
や
食
育
の
推

進
を
図
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
社
員
や
そ
の
家
族
に
大
変

好
評
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
後
も
年
間
約
三
〜
四
回
の
ペ
ー

ス
で
マ
ル
シ
ェ
を
開
催
し
て
お
り
、
季
節
の
果
物
（
桃
、
イ

チ
ゴ
、
柑
橘
類
）
を
メ
イ
ン
に
各
種
野
菜
や
加
工
品
等
も
販

売
し
て
頂
き
、
グ
ル
ー
プ
全
体
と
し
て
の
取
り
組
み
と
し
て

広
が
っ
て
い
ま
す
。（
写
真
5
、6
）

取
り
組
み
の
効
果

今
回
の
取
り
組
み
で
は
、
連
携
協
定
締
結
時
と
マ
ル
シ
ェ

写真7　新聞報道（連携協定締結時）写真8　新聞報道（マルシェ開催時）日本農業新聞

写真4　工事現場での掲示の状況

写真5　マルシェPRポスター

写真６　マルシェの状況　

開
催
時
に
マ
ス
コ
ミ
に
よ
る
報
道
が
あ
り
、
J
A
紀
の
里
と

当
社
の
地
域
農
産
物
販
売
促
進
と
地
域
活
性
化
の
取
り
組
み

の
P
R
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
取
り
組
み
の

き
っ
か
け
と
な
っ
た
和
歌
山
平
野
農
地
防
災
事
業
の
P
R
に

も
貢
献
で
き
た
と
思
い
ま
す
。（
写
真
7
、8
）

J
A
紀
の
里
か
ら
は
販
路
の
拡
大
に
よ
る
販
売
促
進
が
見

込
め
る
と
の
コ
メ
ン
ト
を
頂
き
、
J
A
及
び
当
社
の
双
方
に

メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
の
取
り
組
み
と
な
っ
て
お

り
、
連
携
協
定
は
、
毎
年
度
の
自
動
更
新
と
し
て
お
り
、
引

き
続
き
協
力
を
継
続
し
て
い
く
方
針
で
す
。

こ
う
し
た
地
域
農
産
物
の
消
費
拡
大
に
貢
献
す
る
取
り
組

み
は
、
全
社
的
な
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。
東
北
支
店
に

お
い
て
は
、
展
示
会
出
展
時
に
竹
中
土
木
の
ブ
ー
ス
で
現
地

の
地
域
特
産
品
（
キ
ノ
コ
類
）
の
P
R
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
、

特
産
品
の
ノ
ベ
ル
テ
ィ
と
し
て
の
配
布
も
行
い
ま
し
た
。
名

古
屋
支
店
は
、
自
治
体
が
行
っ
て
い
る
地
産
国
消
を
推
進
す

る
運
動
（
い
い
と
も
あ
い
ち
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
の
会
員
と
な

り
、
支
店
内
に
地
域
農
産
品
の
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
ま
し
た
。

ま
た
、
支
店
内
の
災
害
用
備
蓄
食
料
を
地
域
産
の
食
料
品
で

調
達
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
広
島
支
店
に
お
い
て
は
、
地
域

特
産
品
（
米
）
の
P
R
活
動
に
参
加
協
力
し
、
支
店
受
付
に

P
R
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
と
と
も
に
、
そ
の
活
動
を
当
社
の

H
P
に
掲
載
し
ま
し
た
。

小
学
生
向
け
の
現
場
見
学
会
を
開
催

千
旦
放
水
路
工
事
は
、
全
国
で
も
例
の
少
な
い
上
下
二
連

の
大
口
径
推
進
管
工
事
で
あ
る
た
め
、
積
極
的
な
広
報
活
動

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、
和
歌
山
平
野
農
地
防
災
事
業
所
と

相
談
し
つ
つ
小
学
生
向
け
の
現
場
見
学
会
を
開
催
し
、
農
地

防
災
事
業
と
高
度
な
土
木
技
術
の
P
R
に
努
め
ま
し
た
。
一

回
目
は
、
二
〇
二
三
年
六
月
に
当
社
工
事
作
業
所
の
主
催
で

地
元
の
小
学
生
を
対
象
に
行
い
、
二
回
目
は
、
八
月
に
日
本

建
設
業
連
合
会
の
主
催
で
小
中
学
生
向
け
の
現
場
見
学
会

「
け
ん
せ
つ
探
検
隊
（
夏
休
み
シ
リ
ー
ズ
）」
が
行
わ
れ
、
地

元
小
学
生
と
保
護
者
が
参
加
し
ま
し
た
。
子
供
た
ち
は
立
坑

の
上
端
か
ら
推
進
機
を
の
ぞ
き
込
ん
だ
り
、
推
進
管
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
寄
せ
書
き
す
る
な
ど
現
場
体
験
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。（
写
真
9
、
10
）

お
わ
り
に

当
社
と
J
A
紀
の
里
と
の
連
携
協
定
に
よ
る
農
産
物
の
販

売
促
進
と
地
域
活
性
化
の
取
り
組
み
は
、
近
畿
農
政
局
か
ら

高
く
評
価
さ
れ
、
令
和
五
年
度
農
業
農
村
整
備
事
業
等
優
良

工
事
受
注
者
等
の
表
彰
に
お
い
て
、
優
れ
た
地
域
貢
献
活
動

と
し
て
表
彰
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
社
は
、こ
れ
を
励
み
と

し
、
引
き
続
き
千
旦
放
水
路
工
事
の
着
実
な
実
施
と
和
歌
山

平
野
農
地
防
災
事
業
の
推
進
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
地
域

農
産
物
の
P
R
活
動
を
継
続
し
て
紀
の
川
地
域
に
お
け
る
農

産
物
の
消
費
拡
大
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
全
社

的
に
こ
う
し
た

地
産
国
消
の
取

り
組
み
の
普

及
・
拡
大
を
心

が
け
、
近
年
大

き
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
食

料
の
安
全
保
障

や
地
域
の
活
性

化
に
微
力
な
が

ら
貢
献
で
き
れ

ば
幸
い
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま

す
。

写真９　けんせつ探検隊の模様

　写真10　推進管にメッセージを寄せ書き
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